
餌用に飼っていたチャイロコメノゴミムシダマシ（以下ミルワームとす
る）に興味を持ち調べていると，密度によって変態速度が変化するという
研究を⾒つけた.しかし論⽂によって結果がさまざまであったため，⾃分た
ちでミルワームの変態速度に影響を与える要因について研究を⾏った.
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1.はじめに

４.実験２

7. 参考⽂献

５.まとめ

５０匹の個体群を２つ用意し，⼀方は加熱した米糠を床材とし
て飼育し，もう⼀方は加熱していない米糠を床材として飼育した.
糞に含まれる物質の影響をなくすために，床材の米糠は３⽇おき
に取り換えた.

実験1より，ミルワームの変態速度に密度は影響しないとわかっ
た．

また，実験2より，非加熱の米糠で飼育すると，加熱した場合に
⽐べて蛹化が速くなり，死亡率が上がったことから，米糠に含まれ
る微生物が変態を促進させる⼀方でミルワームにストレスも与えて
いると考えられる.

チャイロコメノゴミムシダマシの変態速度の変化とその要因

３．実験１
〈方法〉

大きさを揃えた１０匹と５０匹と１００匹の個体群を用意してそれぞれ
１００mlのプラスチック容器に入れ，加熱していない米糠で飼育した.
〈結果〉

〈方法〉

〈結果〉

10匹，50匹，100匹の各個体群の実験結果を⽐較したところ，密度に
よる変態速度の違いは⾒られなかった.

ミルワームの糞には変態に影響を与える物質が含まれており，
また，実験１で床材として用いた米糠には微生物が含まれている
と知った．そこで実験2では，米糠に含まれている微生物の影響
について調べた．
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６.課題
ミルワームの糞に含まれる変態に影響を与える物質について研究が
できていない．
次回は米糠を取り換える個体群と取り換えない個体群を用意し，糞
がミルワームの変態に影響を与えるのかどうかも調べていきたい．

ミルワームの変態速度を変化させる要因を調べ,ミルワームの変態
速度を制御する.

２.目的

図6 蛹化数の変化 図7 死亡数の変化

非加熱の米糠で飼育した50匹に⽐べて、加熱した米糠で飼育
した50匹は蛹化数が少なく，死亡数も少なかった．
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図2 50匹 蛹化率と死亡率の変化

図3 100匹 蛹化率と死亡率の変化

図１ 10匹 蛹化率と死亡率の変化
加熱米糠非加熱米糠


